
＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ〈ります0 

⑥平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

⑨文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

⑥未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつ〈ります。 
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AI にQ7 黒 わたくしたちの先人は、不捜不屈の五所川原 

Ill)・vu' 

	

	息 魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り 

肱．開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 

一 	 臨 上げました。 

’ 	 凧 わたくしたちは、この伝統を継承し、広 

'-15筆議蕊難Q)A4 5 

（毎月2 回 1日・15日発行） 市の人口 総数51,375人（男24,544・女26,831）世帯数15,116 (4 月30日現在） 
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おはようジョギングを楽しむ参加者たち 

,
 

毎
号

と
じ

こ
ん
で

く
だ

さ
い
。

き
っ

と
お

役
に

立
ち

ま
す
。
 

み
ど
り
の
日
の
四
月
二
十
九

日
、
お
は
よ
う
ジ
ョ

ギ
ン
グ
 

「
コ
ー
ス
走
り
初
め
会
」
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
年
輩
の
方
 

隷
灘
繊
宰
 

蓉
喜
峯
尊
喜富
・×
 

薫
峯
尊
響
W”
×・

 

苫
マ
淳
・
一
一
 

鷺

・
，
 

ま
で
市
民
約
二
百
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
 

こ
の
コ

ー
ス
は
、
市
教
育
委

員
会
が
 
「健
康
は
ま
ず
走
る
こ
 

難
一一
 

一
」一
一
・
 

義
鱗
」
．
勤

も
の
で
、
今
年
で
十
二
年
目
と

な
り
ま
す
。
 

参
加
者
は
午
前
六
時
、
早
朝

の
す
が
す
が
し
い
空
気
を
胸
い

っ
ぱ
い
吸
い
込
ん
で
ス
タ
ー
ト

地
点
に
集
合
し
ま
し
た
。
 

走
り
初
め
に
先
き
立
ち
、
寺

田
勇
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
長
が
 
「こ
の
コ
ー
ス
を
大
い

に
活
用
し
て
、
健
康
づ
く
り
と

体
力
の
増
進
を
図
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
準

備
体
操
の
後
一
斉
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
 

参
加
者
各
自
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ペ

ー
ス
で
走
り
、
心
地
良
い

汗
を
流
し
、
全
員
が
完
走
し
ま

し
た
。
 

こ
の
コ
ー
ス
は
、
西
に
雄
大

な
岩
木
山
を
、
東
に
街
並
み
を

眺
め
な
が
ら
走
る
こ
と
が
で
き

る
岩
木
川
原
に
設
け
ら
れ
た
「
1
 

千
屑
（
片
道
千
五
百
」
じ
 
の
コ
 

ー
ス
で
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
は
絶

好
の
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多

く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

と
か
ら
」
を
提
唱
し
、
市
民
の

健
康
と
体
力
の
増
進
を
図
る
た

め
に
、
い
つ
で
も
だ
れ
で
も
利

用
で
き
る
コ

ー
ス
を
設
定
し
た
 



平成元年（1989年）5 月15日 広報ごしょがわら （第687号）② 

市
で
は
四
月
二
十
六
日
、
中
央
公
民
館
で
地
域
相
談
指
導
員

二
十
六
人
、出
稼
相
談
員
三
十
人
、
出
稼
留
守
家
庭
世
話
人
八

十
九
人
の
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

地
域
相
談
指
導
員
等
は
、
出
稼
ぎ
を
し
て
い
る
方
及
び
そ
の

留
守
家
族
が
抱
え
て
い
る
悩
み
や
問
題
に
つ
い
て
相
談
、
助
言

を
行
う
も
の
で
す
。
 

交
付
式
で
は
、
敦
沢
吉
晴
五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署
第
一

課
長
と
赤
平
和
夫
五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
統
括
職
業
指
導

官
が
 
「労
働
災
害
の
防
止
、
出
稼
ぎ
の
現
況
」
な
ど
に
つ
い
て

講
話
し
、
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

今
回
、
市
が
委
嘱
し
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
、
任
期
は
指

導
員
が
一
年
、
相
談
員
及
び
世
話
人
は
二
年
で
す
。
 

（
敬
称
略）
 

地

域

相
談

指

導

！
貝
 

▽
新
宮
町
 
山川
定
助
 

▽
小
曲
 
長
沢
正
美
、
工
藤
柾
 

光
 

▽
金
山
 岩
崎
繁
夫
 

▽
唐
笠
柳
 
蒔
田
正
美
 

▽
姥
落
 
藤
田
勇
勝
 

▽
稲
実
 加
藤
正
広
 

▽
梅
田
 
竹
谷
政
美
、
前
田
公
 

範
 

▽
l
R町
 
木
村
昭
三
 

▽
鎌
谷
町
 
猪
口
兼
三
郎
 

▽
下
平
井
町
 小
田
桐
久
 

▽
小
曲
 
敦賀
光
雄
 

▽
水
野
尾
 
高
橋
佐
次
兵
衛
、
 

高
橋
信
一
 

▽
金
山
 工
藤
九
一
郎
 

▽
姥
落
 
木
村

一
夫
 

▽
広
田
 毛
内
弘
一
 

▽
稲
実
 
山内
周
蔵
 

▽
下
平
井
町
 
田
仲
フ
ミ
エ
 

▽
長
橋
 
和
田
ユ
キ
コ
 

▽
元
町
 
小
田
桐
キ
ク
エ
 

▽
幾
島
町
 
岩
谷
ユ
リ
 

▽
小
曲
 
成
田
トミ
ェ
、
三
浦
 

カ
ネ
 

▽
水
野
尾
 
清
野
た
み
、
太
田
 

ハ
マ
子
、
小
田
桐
文
枝
、
太
田
 
 

▽
高
野
 福
士
英
一
 

▽
羽
野
木沢
 
新
谷
一
郎
 

マ
神
山
 斎
藤
由
雄
 

▽
野
里
 
須
藤
輝
一
 

▽
松
野
木
 
間
山
正
司
 

▽
飯
詰
 
田
中
三
千
男
、
奈
良
 

鉄
雄
 

▽
下
岩
崎
 
其
田
勤
 

▽
長
富
 
松
川
利
雄
、
斎
藤
忠
 

▽
梅
田
 
竹
谷徳
雄
 

▽
中
泉
 
関幸
雄
 

▽
高
野
 金
谷
由
美
 

▽
前
田
野目
 
大
坂
力
男
 

▽
羽
野
木
沢
 
今
喜代
吉
 

マ
野
里
 
石
岡
正
 

▽
福
山
 須
藤
誠
ー
 

マ
松
野
木
 
長尾
秀
幸
 

▽
飯
詰
 
前
田勘
一
郎
、
北
村
 

武
喜
代
 

キ
ク
ェ
、
小
坂
洋
子
 

マ
金
山
 
工藤
春
代
、
須
郷
シ
 

サ
 

▽
一
野
坪
 
対
馬
和
子
、
島
谷
 

せ
つ
子
 

▽
唐
笠
柳
 
蒔
田
せ
ち
、
寺
田
 

キ
ヌ
 

▽
米
田
 
太
田
恭
子
 
 

則
 

▽
藻
川
 
野
呂
国
四
郎
、
 一
一戸
 

正
道
、
木
村
幸
治
 

マ
鶴
ケ
岡
 
開
米
実枝
 

▽
種
井
 
館
山
一
幸
、
高
橋
逸
 

F
 

白
一
 

マ
桜
田
 笠
井
安
信
 

▽
下
岩
崎
 
増
田
繁
幸
 

マ
長
富
 
山
内
勇
四
郎
、
阿
部
 

喜
代
治
 

▽
藻
川
 
一
戸慶
喜
、
竹
谷
誠
 

之
助
 

▽
鶴
ケ
岡
 
長尾
幸
雄
 

▽
川
山
 
松
沢
秀男
、
吉
岡
留
 

四
郎
 

▽
田
川
 
奈
良
直正
 

▽
桜
田
 
岡
田伊
蔵
 

▽
七
ッ
館
 
渋
谷
き
ぬ
え
 

マ
広
田
 山
田
き
み
え
 

マ
姥
落
 
木
村
ト
シ
、
藤
田
き
 

や
 

▽
湊
 
鹿
内
則
子
 

▽
稲
実
 
一
戸
ミ
ド
リ
 

マ
梅
田
 福
井
つ
え
、
竹
谷
ヤ
 

エ
、
土
岐
ミ
ェ
、
金
丸
は
つ
江
 

ー‘●～掌加・、ー・一二‘・“”・A ”厭・” 

稼ぎをめざ 
世話人を委嘱 

出
稼

助
田守
家

庭
世

話
人
 

r
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交通マナー・アップ青森’的 
～高めよう交通マナー・広めよう安全マインド～ 

■実施期間 平成元年4 月 1 日～10月31日 

運転マナー・アップ5つの重点 
0飲酒・暴走運転はやめよう 

●早め合図・早め点灯・早めブレーキを励行しよう 

Oシートベルト・ヘルメットをつけよう 

●信号表示を守ろう 

0違法駐車はやめよう 

五所川原警察署・五所川原市交通事故防止対策本部 

③平成元年（1989年）5 月15日 
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出発前にかけて安心 

事故見舞金制度 
出稼者及び留守家族の幸せのために、県と市

町村がつくった出稼協会で行う互助制度です。 

出稼ぎしている人やこれから出稼ぎしようと

する人はどなたでも加入できます。 

加入した人は、出稼中いつ、どこで災害にあ

っても見舞金が受けられます。 

ト加入申し込み 市民相談室及び市役月i各支所

の窓口で受イ寸けています。 

ト掛金 1人年間 600 円です。 ほかに、県と市

が1人年間 800 円ずつ負担します。 

ト見舞金早見表 

種 類 事 故 ・ 	災 害 の 程 度 給付額 

死 	亡 
見舞金 

出稼中（出発から帰宅まで）における死
亡、ただし、一時帰省中の死亡を除く。 500,000円 

傷 	病 

見舞金 

出稼中における負傷

又は疾病で休業療養

を要するもの 

6 月以上であ
るもの 80,000円 

3 月以上6 月
未満であるもの 60,000円 

1月以上3 月
未満であるもの 加.000円 

障 	害 
見舞金 

出稼中における負傷又は疾病による障害
で通常の就労を不能とする程度のもの 200,000円 

火
見
 

m火
魚
 

舞
  

加入者の留守宅の火災による焼失 
（半焼以上） 150.000円 

邑“
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▽
中
泉
 
関
と
し
、
今
ユ
キ
エ
 

▽
高
野
 
金
谷
シ
ナ
、
品
川
セ
 

ツ
エ
 

▽
前
田
野
目
 
大
坂
文
恵
、
大
 

坂
千
代
 

▽
持
子
沢
 
長
峰
貞
子
、
長
峰
 

キ
ヌ
エ
 

マ
羽
野
木
沢
 
新
谷
イ
ッ
、
伊
 

藤
純
子
 

▽
神
山
 
松
野
リ
ッ
ェ
、
松
野
 

久
美
子
 

▽
松
野
木
 
長
尾
て
る
、
高
谷
 

ボ
コ
 

▽
野
里
 
土
岐
ユ
キ
、
須
藤
ャ
 

ェ
、
今
和
子
 

▽
戸
沢
 
斎
藤
ハ
ル
エ
 

▽
福
山
 
三
上
勝
江
 

マ
飯
詰
 
鳴
海
え
つ
子
、
光
村
 

花
美
、
鳴
海
マ
ッ
ェ
、
乳
井
み
 

し
、
三
浦
ヤ
ェ
、
平
山
京
、
中
 

村
フ
コ
、
岩
田
あ
き
子
、
沼
宮
 

内
光
子
 

▽
下
岩
崎
 
其
田
テ
サ
、
其
田
 

ま
さ
こ
 

▽
毘
沙
門
 
山
口
栄
子
、
山
口
 

敬
子
 

▽
長
富
 
猿
賀
り
よ
い
、
阿
部
 

悦
子
、
原
田
キ
ミ
、
斎
藤
栄
子
 

▽
高
瀬
 
木
村
あ
い
、
渋
谷
よ
 

つ
 

▽
鶴
ケ
岡
 
小
笠
原
ヒ
ェ
、
長

尾
昭
子
、
桜
庭
ミ
ョ
、
渡
辺
イ

ツ
 

▽
藻
川
 
渡
辺
ヤ
ッ
ェ
、
乗
田

と
み
、
川
浪
ッ
サ
、
成
田
み
よ
、
 

野
呂
京
子
、
竹
谷
悦
 

マ
種
井
 
館
山
ツ
ョ
 

▽
沖
飯
詰
 
古
川
サ
ダ
、
笠
井

美
江
、
秋
田
ま
き
子
、
笠
井
よ

し
子
、
石
谷
ト
キ
エ
 

▽
長
橋
 
外
崎
初
江
、
外
崎
テ

ル
、
高
橋
洋
子
 

▽
田
川
 
山
形
ヤ
ェ
、山
形
リ
セ

▽
川
山
 
吉
岡
よ
つ
薦
、
秋
田

カ
ツ
エ
 

、
 

「
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廃
絶
平
和
都
市
宣
言
記
念

繊
 

民
憩
い
の
森
林
で
植
樹
祭
繰
 
 
緑
豊
か
な
環
境
を
つ
く
ろ
～つ
 

第
十
七
回
環
境
緑
化
ま
つ
り
開
催
 

市
で
は
四
月
二
十
三
日
、
市

民
憩
い
の
森
林
（飯
詰
国
有
林

地
内
）
で
核
兵
器
廃
絶
平
和
都

吏
旦
言
を
記
念す
る
植
樹
祭
を

行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
市
民
憩
い
の
森
林
は
、
 

市
が
国
有
林
野
を
活
用
し
て
市
 
 

民
の
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
場
を
つ
く
ろ
う
と
、
金
木
営

林
署
な
ど
の
関
係
機
関
や
多
く

の
市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
 

昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
六
か
年

計
画
で
二
十
九
ひ
の
整
備
を
進

め
て
き
た
も
の
で
、
最
終
年
度
 
 

の
今
年
は
九診
に
二
万
七
千
本

の
苗
木
を
植
え
る
予
定
で
す
。
 

こ
の
日
は
、時
お
り
小
雨
の

降
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た

が
、
家
族
づ
れ
の
市
民
や
関
係

者
約
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

最
初
に
森
田
市
長
が
 コ
ー
十

一
世
紀
を担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
緑
と
平
和
を
守
ろ

・了

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
安
田
明
郎
金
木

営
林
署
長
と
福
沢
重
夫
北
地
方

農
林
事
務
所
次
長
が
そ
れ
ぞ
れ

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
飯
詰

部
落
林
組
合
員
の
指
導
を
受
け
、
 

参
加
者
全
員
で
約
十
町
2
三
百

本
の
杉
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し

た
。
 

市
で
は
今
後
も
金
木
営
林
署

の
協
力
で
、市
民
総
ぐ
る
み
で
 

「市
民
憩
い
の
森
林
」
を整
備
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

「緑
を
大
切
に
、
潤
い
の
あ

る
生
活
」
を
テ

ー
マ
と
す
る
花

と
緑
の
市
が
、
四
月
二
十
八
日

か
ら
三
十
日
ま
で
の
三
日
間
に

わ
た
り
市
庁
舎
前
お
祭
り
広
場

で
開
か
れ
、
花
と
緑
を
求
め
る

市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
市
の
緑
豊
か
な
環

境
づ
く
り
運
動
の
一
環
と
し
て

企
画
さ
れ
、
市
と
県
森
林
組
合

連
合
会
、
北
津
軽
森
林
組
合
の

共
催
で
開
い
て
い
る
も
の
で
今
 
 

年
で
十
七
回
目
と
な
り
ま
す
。
 

二
十
八
日
の
初
日
に
は
、
今

春
小
・
中
学
校
へ
入
学
し
た
児

童
・
生
徒
の
代
表
と
し
て
中
央

小
一
年
生
の
佐
々
木
健
く
ん
ら

四
人
に
、
阿
部
祥
吾
教
育
委
員

長
か
ら
入
学
記
念
樹
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
花
火
を
合
図
に

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
待

ち
か
ね
て
い
た
大
勢
の
市
民
が

ど
っ
と
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
 

今
で
は
、
こ
の
緑
化
ま
つ
り

が
開
か
れ
る
の
を
心
待
ち
に
し

て
い
る
市
民
も
多
く
、
本
格
的

な
春
を
告
げ
る
行
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

会
場
に
は
、
庭
木
、
花
、
山

草
な
ど
を
売
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
な
ど
が
立
ち
並
び
、
そ
れ
を

買
い
求
め
る
市
民
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
期
間
中
に
は
、
苗

木
の
無
償
配
布
、「花
木
類
の
せ

ん
定
」
実
技
講
習
会
、
花
と
緑

の
相
談
所
な
ど
も
行
わ
れ
、
好

評
を
得
ま
し
た
。
 

記念植樹をする参加者たち 

緑を求める市民でにぎわう環境緑化まつり 

購勢慧窯ご薦 E1 7.thfl 	 離 
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麟
朝
野
球
 

鐘
 

山田収入役（右）に手渡す藤田会長（左） 

五 

高 

岩
木
川
河
川
敷
を
清
掃
奉
仕
 

五
所
川
原
朝
野
球
協
会
（
中

井
達
郎
会
長
）
が
主
催
す
る
第

二
十
五
回
朝
野
球
大
会
の
開
会

式
が
四
月
二
十
三
日
朝
、
市
民

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

午
前
六
時
、
五
十
三
チ
ー
ム

の
選
手
約
七
百
人
が
参
加
。
 

当
初
は
市
営
球
場
で
行
わ
れ

る
予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に
く

の
雨
の
た
め
、会
場
を
体
育
館

に
変
更
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
タ
イ
ガ

ー
ス
チ
ー
 

ム
な
ど
昨
年
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
優

勝
チ
ー
ム
か
ら
優
勝
旗
と
ト
ロ
 
 

フ
ィ
ー
が
返
還
さ
れ
た
後
、
中

井
会
長
が
 
「当
市
の
朝
野
球
は

今
大
会
で
二
十
五
回
目
と
な
り

ま
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
心

と
体
を
き
た
え
、
正
々
堂
々
悔

い
の
な
い
試
合
を
し
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。
 

引
き
続
き
、
来
賓
を
代
表
し

て
森
田
市
長
が
祝
辞
を
述
べ
た

後
、
東
北
電
力
チ
ー
ム
の
斗
沢

良
重
主
将
が
 
「朝
野
球
精
神
に

の
っ
と
り
正
々
堂
々
と
戦
い
ま

す
」
と
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
同
月
二
十
六
日

の
第
一
戦
を
ス
タ
ー
ト
に
九
月

ま
で
の
五
か
月
間
に
わ
た
っ
て

執
載
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
 

ま
た
、
同
協
会
で
は
十
月
に

二
十
五
周
年
記
念
式
典
を
開
催

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

（
藤
田
久
会
長）
で
は
四
月

二
士
1
l
m

、
教
育
の
振
興
に
役
 

五
所
川
原
第

一
高
等
学
校
 

（
佐藤
頭
校
長
・
生徒
数
四
百
五

十
人
）
で
は
五
月
六
日
、
岩
木

川
河
川
敷
を
五
所
川
原
大
橋
の
 
 立

て
て
く
だ
さ
い
と
助
五
所
川

原
市
教
育
振
興
会
に五
十
万
円

を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

ー
 
こ

の
日
、
同

佐
 

ク
ラ
ブ
の
チ
ャ

銀
 

ー
タ
ー
ナ
イ
ト

細
 
二
十

五
周
年
記

す
 

念
式
典
が
青
陽

議
 

園
で
関
係
者
細

斥
 

二
百
人
が
参
加

佑
 

し
て
開
か
れ
、
 

服
 

・J
e
細
念
事
業

醜
 

の
一
環
と
し
て

山
 

五
十
万
円
を
寄
 

上
流
か
ら
乾
橋
ま
で
の
約

一
・

五
キ
ロ
冒
に
わ
た
っ
て
清
掃
し

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
日
ご
ろ
陸
上
競
技
 

徒
 
ゃ

サ
ッ
カ
ー
、
 

離
 
野
球
な
ど
の
練
 

舟
」
」疑
 

財
 
も
ら
っ
て
い
る

婦
 
恩
返
し
を
兼
ね

激
 
て
、
生
徒
会
J
 

測
 

R
c
が
自
主
的

和
 
に
計
画
を
組
み

山石
 
実
施
し
た
も
の
 
 

付
さ
れ
た
も
の
で
、
席
上
、
藤

田
会
長
が
市
長
代
理
の
山
田
収

入
役
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

同
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
三
十
九

年
、
県
内
七
番
目
の
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て
発
足
し
、
以

来
二
十
五
年
間
、
奉
仕
・
各
種

援
助
活
動
な
どを
積
極
的
に
展

開
し
て
お
り
、
関
係
者
か
ら
大

変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
同
ク
ラ
ブ
で
は
こ
れ

を
契
機
と
し
て
、
社
会
奉
仕
活

動
な
ど
の
一
層
の
充
実
を
誓
い

合
っ
て
い
ま
し
た
。
 

で
、
今
回
が
五
回
目
と
な
り
市

民
か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
春
杢
夫
会
参
加

者
を
除
く
約
三
百
五
十
人
が
リ

ヤ
カ
十
、
 一
輪
車
、ご
み
袋
な

ど
を
手
に
参
加
、
河
川
敷
を
一11
 

列
横
隊
で
進
み
、
次
々
と
ご
み

な
ど
を
拾
い
上
げ
て
い
き
ま
し

た
。
 

同
校
で
は
、
今
後
も
奉
仕
活

動
を
継
続
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
の
啓
蒙
を
図
っ
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
 

教
女
月
の
振
 
興
に
と

5
0万

円
 

ー
五
所

川
原
ラ

イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
“フ

ー
 

力強く選手宣誓をする東北電力チームの斗沢主将 
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「言ザ ーy茎菌で書 ” 
ウオークラリー大会 

こ愉快な仲間集まれ 
わが町のメー,ンイベントミ 

これは、家族や仲間が協力し合って、主催者 

からI度されたコース図に従って、4 - 6 kmを 2 
~ 2 時間半以内に歩き、数か所のポイン トを廻 

ってゴールをめざすもので、年齢に関係なく ど 

なたでも参加できます。 

レ日時 5 月21日（日） 9:00集合 10:00スタート 

ン会場 菊ケ丘連動公園 

レチーム編成 1チーム 3-5 人 

ン参加費 1チーム 500円（ 2 名以下の場合1 
メ. 200円）一参加賞ありー 

戸 ン携行品 気軽に歩ける服装、昼食 

レ間い合わせ先 

菊地久子さん（市内八重菊20の35廿（図）5735番） 

まて冬。 

※大会当日、小雨の場合は決行しますが荒天時 

は中止します。 

主催 （財う日本レクリエーション協会 

西北五レクリエーション協会 

和裁（初級）技術講習会 
受講生募集 

レ対象 和裁技術の初級を習得し、就業へのス 

テップに役立てることを目的とし、全日程出 

席出来る婦人 

D内容 和裁の基礎的な知識、単衣長着の仕立 

ン日時 	6 月6. 7. 9. 14. 16. 20. 21. 23 .28. 30日・ 

7 fl4.5.7.12.14.18.19.21.25.27.28B ・ 

午前10日寺～午後 3時30分 

レ募集人員 20人（定員になり次第締切） 

レ会場 市働く婦人の家 

レ受講料 無料（教材は自己負担） 

ン持参するもの 印鑑、昼食、筆記用具、和裁 

用具、 く け台、ベビーアイロン （こて）など 

レ申し込み及びお間い合わせ先 

県婦人就業援助センター五所川原駐在所（働 

く婦人の家内か（③，)8898番）佐々木まて、 

計量器（はかり）の定期検査 
商店、農業経営者などで計量器を使用してい

る方は、年 1 回の定期検査を必ず受けてくださ 

、o 

く注意事項〉 

①検査当日は、通知書（はがき）、印鑑、検査料 

（種類によって異なる） をご持参ください。 

（②）検査を受けない計量器は使用することができ 

ません。 

③通知書記載の期日に検査を受けられない方は

他の場所でも受けられます。 

④期間中に検査を受けないと県計量検定所（青

森市八ツ役字芦谷o0177⑩8555 番：）で受検し

なければなりません 

実 	施 	期 	「1 実 施 場 所 

5月22日（月） 

10:00-12:00 毘沙門・長富コミュニテ
イーセンター 

13:00-14:30 コミュニテイーセンタ―
飯詰 

5月23日因 10:O0-15:00 五所川原市農業協同組合
三好支所 

5月24日困 

10: oo~ii: 30 コミュニテイーセンター 
中川 

13: OO----15 】 00 津軽中央農業協同組合吹
畑支所 

5月25日困 

10: 00~u1: 30 五所川原市農業協同組合
栄支所 

13:00-14 】00 梅沢コミュニテイーセン
ター 

5月26日圏 

io:oo---ii :30 コミュニテイーセンター 
長橋 

13:00-14:oO コミュニテイ一センター 
七和 

5月29日（月） 10:00-15:00 中央集会所 
（上平井町~日郵便局跡） 

5月30日因 10: 00-15】 00 同 	上 

5月31日困 10:00-15:00 五所川原市民文化会館 

6月 1日困 10:00-15:00 同 	上 

(  6月の市営体育館’市営球場催し物案内  
/ 

●市民体育館 

3 日～ 5 日 第42回県高校総体柔道競技大会 

(9:00~) 

●市営球場 

3 日 

4 日 

スポーツ少年団予選（8:00~) 
全日本中学西北代表戦（8:00~) 

10日 かまや保育園運動会 10日～11日 全日本学童県大会（8:00~) 
11日～12日 青森県理容競技大会（9:00~) 17日～18日 信用金」車県大会（8:00~) 
17日 ひまわり幼稚園運動会 24日～25日 北五中体連野球郡大会（8:00~) 
24日 北五中体連卓球競技大会（9:00~) 
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 D第 1回目は5月 18日 （第3木曜日） 

旧町内、湊、湊団地、みどり町、松島町、若

葉の各地区 

ン 5月 25日 （第4木曜日） 

七和、梅沢、長橋、栄、松島、飯詰、毘沙門、 

長富、中I止 三好の各地区 

レ出せる物 洗濯機、冷蔵庫、テレビ、ベッ ト

タンス、 イス、机、 テーブル、 ジュータン、 

空ドラム缶、 タタミなど 

レ出せない物 リャカー、農機具、バィク、ホ 

ームタンク、古タィャ、廃油、有害薬品類

※粗大ゴミを出す方は、収集日の 2 日前までに

市衛生課（廿電5>2111番内線269番）へご連

絡ください。 出す品物には必ず名札をつけて

出してーください。 

軽スポーツ部員募集 
ストレッチと Iiズム運動を主体に、口建康とイ本 

力づく り」 にいい，干をi充しませんかノ 

レ日日寺 毎週土曜日 午後1日寺30分～ 3 時 

レ場所 市働く婦人の家 

※申し込みとお間い合わせは、佐々木純子さん 

（か（⑩ 8578番）まで。 

木曜テニス募集（軟式テニス） 
回… 初心者大歓igl …回 

レ日時 毎週水・木曜日 午前9 時～正午 

レ場所 市民体育館 

※申し込みや詳しいことは、成田さん 

（か⑩1291番）へどうぞ。 

五
所
川
原
短
歌
会
 

父
逝
き
て
弟
と
凧
を
揚
げ
し
日
の
遠
き
思
ひ
出
 

春
風
荒
る
る
 

野
呂
三
重
子
 

ま
ま
な
ら
ぬ
縁
談
思
ひ
眠
ら
れ
ぬ
夜
明
け
椋
ら
の

声
に
親
し
む
 

蝦
名
チ
ョ
ノ
 

孫
三
人
小
学
生
に
な
り
た
り
と
亡
夫
に
告
ぐ
る
 

桜
散
る
朝
 
開

米
 
藤
枝
 

い
く
さ
人
み
と
り
し
頃
は
若
か
り
き
今
吾
老
い
て

思
ひ
出
遠
し
 

村
山
百
合
子
 

除
草
剤
ま
く
手
暫
く
止
め
た
り
白
き
は
こ
べ
の
 

小
花
い
と
し
く
 

山
形
 
礼
子
 

川
面
よ
り
枯
葦
に
降
り
舞
ひ
あ
が
る
鴎
ら
餌
を
 

追
ひ
つ
つ
来
しか
 

番
場
 
允
映
 

46 
'" 

歌 

    

今、人気上昇中のニュースポーツです。 ボー 

ルをステックで打ち、ホールイ ンするまでの打

数を競うゲームです。 

年齢に関係なく、だれでも気軽に楽しめるの

が魅力。 あなたもはじめてみませんか．ノ 

D開設期間 10月31日まて冬 

レ場所 市庁舎裏（南斗グラウンド）12ホール

※詳しいことは、ili教育委員会社会教育課（か 

G)2111番内線 250 番）へどうぞ。 

「下北の旅」参加者募集 
青森県歴史の道整備促進協議会では、下北の 

旅を行います。 

みなさんのご参加をお待ちしております。 

レ日時 6 月4 日（日） 8:10-19:30 
レコース→五所川原中三前8:10→蟹田フエリー 

→脇野沢→猿山→恐山→石油基地→青森→藤 

崎→中三前19:30 
レ集合場所・時間 中三前午前8 時10分 

レ会費 5,700円（昼食、タ食、フエ I) ー、見学料） 

レ申し込み先 青森市大字松森字佃 青森県歴 

史の道整備促進協議会事務局（廿01774②）1064 
番） 

レ申し込み締切 5 月29日 （月） 

レ申し込み受付時間 午前8 時30分～午後4 日寺 

まで、（ Il曜IIを除く） 

r・ー五所川原警察署からの―

お知 ら せ 
5 月 9 日から五所川原警察署駅前警察官

派出所の電話番号が34 一 9746番に変

更になりま した。 

	' 

粗
 

ゴ
 

大
 

I
I
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収
 

の
 

集
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~ 平成元年度「歯の健康診断室」 
r Iレ日時 6 月4 日（日）午前10時～午後 4時 

1レ場所 中三デパート 5 階 

I ン内容 無半斗歯の健康診断、歯の磨き方指導、 

’虫歯予防図画ポスター入賞者作品展示、歯科

関連物展示 

〇主催 北五歯科医師会 

〇後援 市民保健協議会 

鴻囲数冒⑨お則目営 
塩が命を縮めるノ 	家庭の味がちょっぴり 

塩味になりすぎていないか、 これを機会にみな

おしてみませんか。 

レテーマ 塩分を1 日1伽」以下に減らしましょ

う。 

ン日寺間 9:3O- 13:30 

ン内容 ①栄養士による減塩食事指導②家庭の

みそ汁塩分測定③1 日の食事の塩分量の計算

ン持参するもの 健康手帳、筆記用具、ェプロ

ン、ふきん、 ごはん、みそ汁（小ビンなどに

入れて）、食事診断用紙（地区保健協力員から

もらってください） 

レ申し込み方法 地区の保健協力員へ（参加申 

~ し込み用紙があります） 

対象地区 開催月日 開 催場 所 申し込み期間 

南小学区 5 月30日因 保健センター 

に
J
 
（
。
 
 

に
J
 
《
h
J
 

 

日
？
 
日

口
  

［日
 
日
】
 
 

1
1
り
］
 
 

五小学区 5 月31日困 保健センター 

中川地区 6 月1日困 コ
 
一
一
タ

ミセ
 
ュ

、
ノ
 
テ
一
 
イ
中
 
一
川
 

栄・ 
みどり町 

6 月 5 日卿 
一
 

 コ
 
一
一
タ
 

ミセ
 
ュ
ン
 
テ
一
 
イ
栄
 

 

1
11
2
  

!
h
o
 q
J
 
 

に
J
 
に

v
 
 

月
 
月
 
日
 
日
 

三好地区 6 月 6日因 コ
 
一
一
タ

ミセ
 
ュ
ン
 
テ
一
 
一
好
 

イ
二
一
 

※地区によ り 日程・場所・申 し込み期間が違い

ますのでご注意く ださ い。 なお、 詳しいこ と

は市衛生課（”⑩ 21 11番内線 2 6 8 ・2 7 2 

番）へどう ぞ。 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署へ 

t34-4999番 
（救急医療部会） 

平成元年a989年）5 月15日 
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6月の保健センター相談日 
6 月 2 ・9 ・16・23・30日て二す。 （毎週金曜

日）。 一23・30日は正午までー 

レ日寺間 午前10時～午後 3 日寺 

レ内容 保健婦が血圧測定、尿検査等を含めた

健康相談に応じますので、赤ちゃんからお年

寄りまでお気軽にご利用ください。 

献血にご協力を！! 
期 	日 時 	 間 場 	所 

5 月24日 

（水） 

午前10時から 
午前11時まで 

マルカカサイ 
駐車場 

正午から 
午後 2時30分まで 

日立東部セミコン
ダクタ津軽工場前 

午後 3時から 
午後4 時まで 

五所川原 

温泉ホテル前 

6 月 5 日 

（月） 

午前10時から 
正午まで 

五所川原保健所前 

午後1時30分から
午後4 時まで 

西北中央病院前 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センター 

レ受付時間 12:45-13:00まてる 

レ持参するもの 母子喉劃素手帳、バスタオ )レ。 

3歳児は尿検査も行いますので、当日小ビン

に尿を入、れてもってきてください。 

※注意 ① 6 カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セッ トを配付しますが

当日つごうで来れない場合は、母子1建康手帳を

もって衛生課窓口にセッ トをもらいにきてくだ

さい。 （ただし生後6 カ月、 7 カ月児に限る）。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さん

はご遠慮ください。 

月 	令 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ月児 H元年2 月生 6 月13日因 健康診査 

6 カ月児 S 63年Il月生 6月20日因 健康相談 

1 歳 児 S 63年 5月生 6 月26日（月） 健康相談 

I歳6カ月児 S 62年12月生 6 月27日因 健康診査 

3 歳 児 S 61年 2月生 6 月15日（わ 健康診査 

み施な⑩圏康数冒 

時所師 
日 場

講 

レレ

ン 

レテーマ 

ン主 催 

5 月26日（金）午後 1日寺 

市保健センター 

対馬昭幸先生 

（対馬内科小児科医院長） 

「アレルギー体質についてし 

北五医師会・市民保健協議会 
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